
3 .増養殖技術研究費

1 ) 湖産アユの線虫

里井晋ー

[目的]近年、湖産アユに線虫(ラフイダスカリス・ピワコエ γシス)が大量に寄生し

てアユ種苗として、又鮮魚としての品質の低下が大きい。湖産アユの産業的価値を守るた

め、本線虫の寄生動向、生活史、感染経路等を解明する。

[方法]本線虫のコアユへの寄生状況、ヒウオへの寄生状況、線虫の初期の発育状況、

コアユに寄生した線虫の発育と形態変化等を調査するとともに、これらの結果を基にして

線虫の生活史、感染経路等を検討した。

[結果] (1) コアユへの寄生状況:平成4年4月-7月の閣のコアユへの寄生状況は、

4月は寄生率 59%、平均寄生虫数 8. 5匹/尾、 5月は 61%、平均 3. 4匹/尾、 6

月は 64%、平均 3. 7匹/尾であったものが、 7月には 86%、平均 1O. 7匹/尾に

増加した。

( 2 )ヒウオへの寄生状況:平成4年 10月-12月の聞のヒウオへの寄生状況は、 10 

月は寄生率1. 3%、平均寄生虫数 O. 3匹/尾、 11月は寄生率 0%、12月は寄生率

4. 0 %、平均寄生虫数 O. 8匹/尾であった。

( 3 )線虫の初期発育状況:母虫より卵を採集して、水温 25.Cで培養したところ、培養

2日目で卵内で第 1期幼生になり、 4日自には卵内で脱皮して第 2期幼生になり、脱皮ガ

ラをつけたまま瞬化した。被鞘幼生の体長は約 200μmであった。

( 4 )線虫の発育と形態変化:虫体はその発育段階で形態に差異が認められるが、共通的

な特徴は①第 3期幼生は未発達であるが、頭部に 3個の口層を備えている。@排池口は神

経環の後ろの腹面に開口している。③胃盲のうを具備している等である。得られた虫体を

各ステージ別に体長と体幅との関係を見ると、第3期及び第4期幼生は体長 2.00-6.

o 0 mm、体幅 O. 1 0 -O. 2 5 mmの範囲に集中した。成虫では、雄は小さく体長 5. 0 

0-1 O. 0 0 mm、体幅 O. 2 5 -O. 5 5 mmの範囲に、雌は大きく体長 9.50-14.

5 0 mm、体幅 0.40-1.00mmの範囲に集中した。

( 5 )線虫の生活史:以上の結果等より本線虫の生活史は次のように考えられた。 6月~

7月頃にコアユ等の消化管内で親虫が産卵し、産出された卵は水中に排出された後、卵内

で第 1期幼生になり、更に第 2期幼生になって瞬化して水中で自由生活する。この聞にコ

アユの餌料である動物プランクトンのヤマトヒゲナガケンミジンコに摂食されて第3期幼

生になる。これをコアユが摂食して寄生の増加が起こる。コアユの消化管内では第 3期幼

生から更に第 4期幼生、成虫に成長し、親虫となって卵を産み一生を終えるものと考えら

れた。
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